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明治 32（1899）年 小杉町を通る北陸鉄道の高岡～富山間が開通 
昭和 17（1942）年 小杉町が橋下条村を編入合併 
昭和 28（1953）年 町村合併促進法により、金山村・大江村が小杉町と合併 
昭和 29（1954）年 黒河村が小杉町と合併 
昭和 34（1959）年 池多村が呉羽町と小杉町に分村合併される 
昭和 35（1960）年 商工会法が制定され、小杉町商工会が新発足する 




































































































める割合は、世帯数が 36.2％、人口が 36.0％である。小杉地区の世帯数は 12,369世帯、人
口は 33,625人で、射水市全体に占める割合は、世帯数が 38.5％、人口が 36.4％である。 






 次に、主な調査対象地域である新湊地区・小杉地区の平成 17（2005）年から平成 27（2015）
年までの人口の推移を示した（図１－４）。 
 この期間中、新湊地区は著しく人口の減少がみられ、小杉地区はゆるやかに人口が増加し
ている。具体的には、新湊地区では 10年間で人口が 3,296人減少し、小杉地区では 10年間












































































































































































































９月 23日 海老江曳山まつり（新湊） 
９月最終土日 旧北陸道アート in小杉 
10月１日 新湊曳山まつり 
10月７日 大門曳山まつり 






































































































































































































































らなる。平成 30（2018）年の人口は 93,084人、世帯数は 35,114世帯１）である。そのうち
新湊地区は、平成 27（2015）年時点で、人口 33,251人、世帯数 11,645 世帯２）である。 
新湊地区の人口は、40 年の間に 47,882 人から 37,287 人と減少している。そのうち、内


























海側の地域である。放生津地域では、荒屋本町 35.6％、東町西部 30.6％、天神町 46.4％、
四十物町 28.3％、獅子絵田 25.7％、西立町 25.0％の６町である。このうち、荒屋本町、東
地区 新湊 小杉 大門 大島 下村
空き家数 864 287 124 71 6
空き家率 6.80% 2.40% 3.00% 2.00% 1.00%

















































   ＊空き家数は登録外の町は除く 
家屋数 空き家数 空き家率
奈呉町 101 15 14.90%
古新町東部 66 9 13.60%
古新町中部 120 34 28.30%
古新町西部 153 51 33.30%
北長徳寺 160 55 34.40%
庄東区 233 53 22.70%
新富町 288 38 13.20%
南長徳寺 379 29 7.70%
三日曽根 205 10 4.90%
西新町 83 13 15.70%
東新町 87 19 21.80%




計 2044 355 18.98%
家屋数 空き家数 空き家率
神保町 156 26 16.70%
荒屋東部 104 19 18.30%
荒屋本町 135 48 35.60%
東町東部 184 19 10.30%
東町西部 49 15 30.60%
天神町 28 13 46.40%
倉屋敷 25 3 12.00%
四十物町 60 17 28.30%
山王町 31 1 3.20%
中町 78 0.00%
獅子絵田 136 35 25.70%
紺屋町 20 0.00%
立町 49 1 2.00%
菊屋町 16 3 18.80%
西立町 36 9 25.00%
南立町 71 13 18.30%
法土寺 57 7 12.30%
二の丸 207 27 13.00%
二の丸本町 69 10 14.50%
江柱1区 65 14 21.50%
江柱2区 82 11 13.40%
江柱3区 111 23 20.70%
越の潟町











































































































































り 1,000 円という価格では実際には経営が成り立たない（しかも、半分の 500 円は家主に
渡る）ため、実際には射水市の援助も受けながら運営されている。平成 29（2017）年には
年間 577人、1,336泊の利用があった。利用客は、移住見学のための家族連れや夫婦が多い



























































































































































































      










































































７）Do It Yourself の略で「自身でやる」の意。 
 
参考文献・資料 






































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































蓬莱（ホーラホラ）舞 天狗 剣を顔前で回しながら獅子を一周 
棒の蓬莱舞   
トウロロ舞   
鈴がら舞 キリコ 鈴がらを持ち、片足で廻る 








八ツ節舞 キリコ キリコを叩き、左右交互に遊ぶ 
バイガエシ 天狗 薙刀を用いて舞う 
一足舞 天狗 地を一回蹴って足を上げる 
二足舞 天狗 地を二回蹴って足を上げる 
キョウロロ舞 天狗 薙刀を用いて舞う 
ドンドコ舞 天狗 棒を振り回して獅子と戦う 
マッタマタ舞 天狗 薙刀を用いて舞う 
唐傘舞 天狗 傘を用いて獅子と戯れる 
宮参り 天狗 神楽で拍手、薙刀を用いて舞う 
剣取り舞 天狗 獅子に取られた剣を取り返す立ち回り 
呼出し舞 天狗 手招きで獅子を呼び出して剣で戯れる 
大クズシ舞 天狗 薙刀を用いて舞う 
64 
 
夜叟振り舞 天狗（大） 松明を持って獅子の相手をする立ち回り 
現在舞われていない演目 
味噌摺り舞 天狗 剣をすりこぎのようにして回す仕草 
三クズシ舞 天狗 一足舞など３つの舞を組み合わせたもの 

































































































































        


































































21 時頃まで行う。日によって参加人数も異なるが、毎日大体 15 人から 20 人が集まってい
る。小学生から中学生までの子どもと 30 代から 40 代の大人がほとんどで、それ以上のベ
テランの方が練習に参加する時もある。 
































































































































































































































































































































































































































































































































            
写真５－１ おさんの像（袈裟を着たオンゾハンの後ろ） 
 









































    





























































































































    
写真５－４（左）野村さんが保管している帽子 





































































































人も多かったが次第に静かになった。地蔵祭に参加したのは 60 歳代から 80 歳代の方が中

































































































































































































































































































































































恵比寿大黒 宝の船に セーナントセ セッセ 
のじた音頭もヤッコラセー 積ませたいネ ナントセー マツカゼ コイコイ 
身ぶり手まねで 踊りにはいりゃ のじた楽しや おもしろやネ 





のじた踊りに おもいをはせて 戻るふるさと あゆのかぜヨ 
とりねこ並木に 棹さす小舟 あの日あの夢 なつかしやネ 
のじた踊り 見そめて添うて 今年しゃ背中の 子とおどるヨ 
越の潟から 弁天様も のじた踊ろと 出てござるヨ 
老いも若きも のじたを踊りゃ 月も微笑む 夏の社ヨ 
のじた聞き うぶ湯をつかい 今じゃのじたの 音頭とりヨ 
みなとまつりに きて見みやしゃんせ のじた音頭で 夜があけるヨ 
のじた踊りに 一夜さ明けて 荒屋朝湯で 疲れとるヨ 
主と会いたや 専念寺さんの 傘松に 露さけてヨ 
あの子かわいや 小川のほたる 月のない夜に 身をこがすヨ 
年を忘れて 姉さんかぶり 踊るのじたは 親ゆずりヨ 
色は黒ても 踊りは上手 わたしゃ新湊 浜育ちヨ 
奈呉の松風 たもとに入れて 踊りゃ雲間に 月が出るヨ 
奈呉の浦わに 満月さえりゃ 愛しおさんの すすり泣きヨ 
姿見えねど 朝靄ついて 声は網あげ 大漁節ヨ 
今日は起舟か 大漁旗に 高麗の恵比寿の 声ははずむヨ 
のじた音頭に 踊りがはずみ 可愛いあの娘の すそさばきヨ 
のじた踊りで ときをもわすれ ゆかたすがたに あゆの風ヨ 
奈呉の夕波 漁火揺れる 忍びよるよな 盆の月ヨ 
のじた踊りに ついさそわれて 月も出て見る 港町ヨ 
奈呉の江堀切 放生津潟は のじた音頭で 灯がゆれるヨ 


















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































×1400mm のブースＢは 4,000 円となっている。土日どちらかのみの出店も可能で、その場










支援により目標金額を上回る 1,220,500 円が集まった。サイト使用料を除いた約 100 万円
の内訳は、出店・ドリンクブース製作 20 台分が 30 万円、壁・床・天井などの改装費用が


















































































小さなキッチン＆雑貨 Lupe オーガニックパン、内川グッズ 
小さな焼き菓子屋 Petit*Ange マフィン、コンフィチュール、焼き菓子 
神戸屋精肉店 コロッケパン、惣菜、サンドイッチ 









miko handmade and ピアス、イヤリング、ヘアバレッタ 
やまもとさんちのてづくり プラバンアクセサリー、イラスト 
つくりビト 刺繍アクセサリー 
glass K2 ガラス工芸品、蜻蛉玉アクセサリー 
FUCHA キーケースなど革小物 
























    
図７－２ フロアマップ（沼尻さんより） 
 


























































































































































































































































































































































































































































表８－１ 昭和 46（1971）年の商店街の店舗数 
 常盤町 中町 茶屋町 荒町 計 
食品 ７ ４ ７ ８ 26 
衣料品 ８ ６ ５ ５ 24 
理容 １ ２ ３ ３ ９ 
建築 ３ ３ ２ ０ ８ 
生活雑貨 ５ ６ ３ ６ 20 
飲食店 ２ １ ０ １ ４ 
その他サー
ビス業 
７ ５ ６ ３ 21 












 常盤町 中町 茶屋町 荒町 計 
食品 ３ ２ ４ ６ 15 
衣料品 ６ ３ ２ ５ 16 
理容 １ ３ ０ ０ ４ 
建築 ３ ３ ０ ０ ６ 
生活雑貨 ５ ３ ２ ３ 13 
飲食店 ３ ４ ０ １ ８ 
その他サー
ビス業 
９ ９ ０ ２ 20 





表８－３ 平成 30（2018）年の商店街の店舗数の変化 
 常盤町 中町 茶屋町 荒町 計 
食品 ２ １ ２ ２ ７ 
衣料品 １ １ １ ２ ５ 
理容 ０ １ ０ ０ １ 
建築 １ １ ０ ０ ２ 
生活雑貨 ０ ３ １ ４ ８ 
飲食店 ２ ３ ０ ２ ７ 
その他サー
ビス業 
２ ３ ２ ０ ７ 































































































































































































































































図８－５ アート in小杉のパンフレットの一部 






























































































待できないアート in 小杉のようなイベントには参加しづらいということのようだ。 




































































































































































































































































































































































































































































































































































































   
  写真９－12 黒川金物店の鏝絵看板    写真９－13 梶谷履物店（ペンタゴン）の 


























































市町村 テーマ エリア 
入善町 湧水の恵みが溢れる交流の里づくり 黒部川扇状地湧水地域 






























 全国鏝絵サミットは、平成 13（2001）年に静岡県松崎町で始まった。平成 17（2005）年
の島根県、平成 22（2010）年の鳥取県に続き、富山県の射水市が４回目の開催地となった。





























































写真９－14 型抜き鏝絵          写真９－15 ミニ鏝絵 
 
  























































































































































































































































































































































































































   
あいさつ 
１．『だるまちゃんとかみなりくん』（大型絵本） 窪田さん、森さん（写真 10－１） 
２．『あかずきんちゃん』（紙芝居） 全員（写真 10－２） 
３．『グーチョキパーでなにつくろう』（手遊び） 全員 
４．『ともだちほしいなおおかみくん』（絵本） 森さん 
















    
写真 10－１ 読み聞かせの様子 
 
     





    
あいさつ 
１．『ちいさなあめふりぐも』（絵本）   開光さん  
２．『いっすんぼうし』（紙芝居） 開光さん、窪田さん、鹿住  
３．『こねてのばして』（読み聞かせ、手遊び） 開光さん、窪田さん  
188 
 






















































   あいさつ 
１．『春の小川、うみのメドレー』（ハンドベル） 全員（写真 10－３） 
２．『いいからいいから』（絵本） 吉村さん 















写真 10－３ ハンドベルの発表 
 
      















    
あいさつ 
１．『ひみつのたね』（絵本） 安藤さん  
２．『いまなんさい？』（絵本） 石浦さん  
３．『おばあちゃんちのすきまおばけ』（絵本） 吉田さん  
４．『びっくりおおかみ』（絵本） 安藤さん 
５．『パパカレー』（絵本） 吉田さん  
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富大生から見た射水市
―富山大文化人類学実習成果報告会―
（第154回北陸人類学研究会例会）
日時：2019年2月22日（金）13時15分～15時45分
会場：あゆの風センター（射水市立町10番20号）
《プログラム》
13：15 あいさつおよび趣旨説明（富山大学 野澤豊一）
13：20 「新湊・内川の空き家問題と景観保存」（中井理恵子）
13：40 「放生津曳山祭りにおける人手確保対策と女性参加」（佐藤杏未）
14：00 「新湊におけるオンゾハンとそれを守る人々」（原七泉）
（10分休憩）
14：30 「新湊における地域おこし協力隊の活動：うちかわホリデイマーケットを中心に」
（重吉桜）
14：50 「大島絵本館で読み聞かせをする人々」（鹿住笑那）
（10分休憩）
15：20 質疑応答
15：45 終了
あゆの風センター
《問い合わせ》
富山大学人文学部文化人類学研究室
（野澤豊一）
Tel: 076-445-6186
e-mail: toyoichi.hmt.u-toyama.ac.jp
どなたでもご観覧いただけます。お気軽にお越しください！
報告書『地域につながるー富山県射水市の調査記録』を無料配布いたします。
《会場アクセス》
万葉線中新湊駅から徒歩6分
新町口駅から徒歩8分
